
第３回 京丹後市社会教育委員会議（会議録） 

 

                   日 時：令和６年１月２３日(火)午後 2時 00分～4時 00分 

                   会 場：大宮庁舎 １階 大宮保健センター 

                   出 席：中山・菅生・山副・野村・藤原・折戸・室井 

                       田中・橋垣・中江・岩田・上田 

欠 席：稲本・藤村・和田 

                   傍聴人：０人 

                   事務局：松本教育長・引野教育次長・安達生涯学習課長 

                       下戸スポーツ推進室長・亀田図書館長 

坪倉課長補佐・吉岡 

 

次 第 

 

１．開 会 

 

２．開会あいさつ 

   京丹後市社会教育委員会議議長 

 

   京丹後市教育委員会教育長 

 

３．協議事項 

  (１) 令和６年度社会教育推進の重点について（資料 No１） 

 

 (２) 第２次京丹後市スポーツ推進計画の見直しについて（資料 No２） 

 

４．報告事項 

(１)京丹後市都市拠点公共施設整備基本計画（素案）について（資料 No３） 

 

(２)市立図書館、図書室の今後の在り方に関するアンケートについて（資料 No４） 

 

５．その他 

 

６．閉会あいさつ 

   京丹後市社会教育委員会議副議長 

 

 

 



 

1 

 

【会議録】 

開会 

事務局    ただいまから令和５年度第３回京丹後市社会教育委員会議を開催いたします。 

本日は、稲本委員様、藤村委員様、和田委員様がご欠席のご連絡をいただいております。 

また先ほどもありましたが岩田委員様は、少し遅れてのご出席というふうにお聞きをしてお

ります。それでは、京丹後市社会教育委員会議、中山議長様よりご挨拶を申し上げます。 

 

開会あいさつ 京丹後市社会教育委員会議 議長 

中山議長  本日はご多忙のところ、令和５年度第３回京丹後社会教育委員会議に出席していただきあり

がとうございます。新年早々能登地震があり、大きな被害があり、本当に心が痛みますけれ

ども、少しでも早く復興することを願っています。全国的には、新型コロナウイルスの感染

症の５類移行により、世の中も少しずつ日常を取り戻してきたような感じでいます。 

社会教育の分野でも、大会や研究会と内容的にはコロナ禍以前のような状況になってきてい

ますが、数年間の中断の悪影響で参加者が少なくなってきています。京都府社会教育研究大

会は、全員参加は当然だと思っていましたが、寂しい参加者でした。 

第２回の社会教育委員会議の前に研修会がありました。参加者は半数ぐらいでしたが、グル

ープ討議の中で、２年間同じ社会教育委員でしたが、会議の中だけのかかわりだけだったの

でどんな活動されてるか知らず、みなさんが素晴らしい実践をされていることが分かり、や

っぱりみんなで集まり、話合うことが大切だと思いました。予定では、来月２月に丹後町の

橋垣憲光委員さんのお寺で精進料理を食べながら、近況報告や社会教育について、何を頑張

っておられるか、軽くざっくばらんに話し合って楽しい有意義なときを送ろうと計画してい

ますので、多くの委員さんに参加して欲しいです。 

本日は、来年度の社会教育推進の重点等について協議して頂きます。 

再選される方も多くおられると思いますけれども、京丹後市社会教育委員としての任期の最

後の大切な任務です。どうかよろしくお願いします。 

 

開会あいさつ 京丹後市教育委員会 教育長 

松本教育長  皆さん改めまして第３回の京丹後市社会教育委員会議にご出席いただきましてありがとうご

ざいます。今ありましたように、お正月元旦早々京丹後市も相当揺れまして、私の感じで揺

れ方は、阪神淡路の時ぐらいの揺れがすごく、恐怖を感じるような揺れだったんではないか

なというふうに、皆さんも感じておられたんではないかと思いますけれども、京丹後市でも

あの日は、津波注意報ではありましたけれども出ましたので、１４０人を超す自主避難の方

が、京丹後市の中では、グラウンド等に避難された方もいらっしゃったというふうに聞かせ

ていただいてます。本当にお亡くなりになりました皆様に心から哀悼の意を表しますととも

に、被災された皆さんに心からお見舞い申し上げたいと思います。 

また一刻も早い復興ということで、お祈りしたいと思ってますが、そういう意味において京

丹後市も１月４日には、市の災害等支援対策本部を立ち上げまして、その日のうちに消防本

部の方から支援隊の第１陣が行きまして、もう既に第４陣まで行ってるというような状況に
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もなっております。１月５日には支援物資を搬送したり、義援金の受け付けを始めたりとか、

さらには 1 月１３日から市の職員を派遣したり、２１日からはもう看護師とか保健師の派遣

もというようなことで本当にできる支援をさせていただいてるというような状況になってお

ります。また京丹後市の宿泊業関係の方や、し尿処理関係の方にもお世話になって支援の受

け入れであったり、実際にし尿の方の処理支援の方に行っていただいてるというような、本

当に全市挙げての支援というような状況でありますので、皆さんにもご報告をさせていただ

きたいと思います。 

さて１月に入りまして、本当に暖冬で学校現場においても、社会教育の中においても、大変

やりやすい状況で推移しておりましたけれども、今日の夜ぐらいから警報も出そうなという

ところで、何事もなく大きなことなく過ぎてくれればと思っているところです。 

社会教育委員会議におきましては、第２回の会議の中での冒頭のご挨拶の中で、Kyotango Sea 

Laboで取組んでいる子どもたちの話もさせていただいたと思いますけれども、そうした取組

を一昨日の日曜日、京丹後市教育フォーラムということでアグリセンター大宮を会場に実施

をさせていただいて、Kyotango Sea Laboで取組んでいるようなことや、京丹後市の教育委

員会が子どもたちにどんな力をつけさせたいと思っているのかというようなことを中心にフ

ォーラムを開催させていただきました。参加いただいた方もいらっしゃるかと思いますけど、

京丹後市としてはそうした力を学校教育だけではなく、社会教育も一緒になって取組んでい

くことによって子どもたちが、将来グローバルな社会をしっかりと生き抜いてくれる力をつ

けていこうというようなところで取組んでいるところであります。 

折に触れて社会教育委員の皆様にも今、学校教育、社会教育でどんなことを重点に進めてい

るかというところについて、丁寧にお話もさせていただく機会を持ちながら、今後も進めて

いきたいというふうに思いますので、今日の会議もそうした趣旨を受けまして、来年度の社

会教育推進の重点やスポーツ推進計画の見直しについての議論をいただくことになっており

ますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

事務局    ありがとうございました。それではこの後の議事につきましては、中山議長様にお願いした

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

協議事項（１）令和６年度社会教育推進の重点について 

中山議長   協議事項（１）令和６年度社会教育推進の重点について事務局より説明をお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

事務局   (事務局説明) 

中山議長   ただいま事務局から丁寧に説明していただきました。たくさんの内容ですけれども事前に配

布していただいてますので、皆さん読んでおられると思います。ご意見・ご質問等ございま

したら、挙手して欲しいと思います。 

委員     ６ページなんですけれども。６ページ４の（４）のところで、図書館として居場所をつくれ

たらいいかなって思うんで、ここへ居場所の文言入れてもらったらいいかなと思うんですけ

れども。情報の収集と居場所の提供というふうに、居場所をここに入れて欲しいなと思うん

ですけれども、どうなんでしょうか。 
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それと１６ページで（２）のところの「研修及び交流機会の拡充」を入れてもらっていてあ

りがとうございます。 

しっかりと入れていただいて、いいなと思っております。以上です。 

中山議長   じゃあ、事務局の方で何かありましたら。 

事務局    この４番の図書館活動の推進の部分の（４）ということで、居場所ということで、確かに今

この後ありますけれども、アンケートを取らしてもらったことがありましてそこでやっぱり

学習とか調べもの、図書を借りるっていうだけではなくて、人が集まる場所でゆっくり過ご

せる場所っていうこともその図書館に求められる意見として非常に多くなってきていまして、

この（４）のところで市民の幅広いニーズの中にその居場所としての要求が入ってると思い

ますので、ここに情報の収集・提供だけではなくて、ここに市民の居場所ですね、過ごす場

所・居場所を提供するというような感じで入れさせてもらえたらなと思っております。 

中山議長   その他ありましたらお願いします。 

５ページの３地域を創る公民館活動の推進ですけれども、令和７年度から新しいコミュニテ

ィに進むということで、６年度がそれに進む最後の段階っていうか、最後の 1 年になりそう

な気がしてるんですけど、公民館活動がどういうふうになっていくかっていうのがよくわか

らなくて、町公連だとか市公連だとか府公連にどう繋がっていくのかっていう、もう全く繋

がらなくて地区公民館はもう無くしていって新しいコミュニティの中に含まれる。 

上とは繋がらないようになるのか、また繋がっていくのかっていうところはちょっとよくわ

からない。今、各地区で新しいコミュニティについてすごく頑張ってまして、一番遅れてる

峰山町でも今日夜また会議があるんですけど、本当にそれに向けてまだよくわからないこと

がどういうふうになっていくっていうのは、わかる範囲で良いので、ちょっと教えて欲しい

なと思います。 

事務局    今日もその会合があるということで、確かにいろんなところからお声も聞かせてもらってま

して、その公民館に関してもなかなかその情報がどうなるんだろうということが不安に思っ

ておられるところが多くて、私たちも遅ればせながらですけれども、各町公連さんの会議館

長主事さんに集まっていただいて、そういったご説明をしに行かせてもらっております。こ

れは地域コミュニティ推進課と一緒に行かせてもらってるんですけれども、今議長からのお

話の中で言いますと、今回地域コミュニティの中でこれまでの従来の公民館活動ですとか、

地域の学習活動だとか、いろんな交流活動などをしていただくというふうに切り替わるよう

なことになります。それに伴って、今いわゆる活動の資金として、自治公民館活動交付金と

いうのが、各公民館に市から出ている。それを使ってもらって有効な活動をしていただいて

るんですが、この交付金というのが公民館の交付金ではなくてこの７年度というか移行した

ところから、地域コミュニティの一括交付金という形で交付され、その交付金の形も変わっ

てくる。そして出どころも変わってくるということで、それをその地域コミュニティで受け

ていただいて、今の公民館の活動だけではなくて自治の課題解決をするようないろんな活動

にも使えるというようなことで自由度が増すというような説明をしておるようなところです。 

確かにその地区公民館っていう名前が言ってみれば、なくなると言えばなくなるんです。 

ただ地域コミュニティの中でそういった学習活動をしたりだとか、従来の公民館活動を続け
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ていただくためのその部門といいますか、今地域コミュニティに移っているところはそうい

った部門を結構作られていて、そこに館長さんとか主事さんに当たるようなスタッフの方を

つけていろんな活動されているというような状況がありますので、その上とどう繋がるのか

ということになりますと、地域コミュニティの中で活動していただくので、そこに対して私

たちは、公民館活動だとかこの生涯学習活動っていうのをこんなことに取組んでもらったら

いいですよっていうような情報提供させていただいたりだとか、あとはいろんなお問い合わ

せがあったときにお答えをさせてもらって、できる限りのご支援をさせていただくだとかそ

ういうような動きをしていくことになるのかなと思っているところです。 

中山議長   ありがとうございます。その他何かありましたらお願いします。 

委員     今とも関連するんですけれども私も今弥栄町の鳥取地区公民館の主事をしております。 

その関係でその新コミの旧鳥取小学校区の会合にも出てるんですけれども、館長と主事が出

てこいということで行かしてもらってるんですけれども、非常に曖昧な形になってます。 

ここに確かに支援するとか、そういうのはありますけれども、先ほど議長おっしゃられたよ

うに、その横の繋がりが無くなるんですよね。これまででしたら町公連という形で、そこで

いろんな活動の交流をしたりとかあったんですけれども、それがなくなってしまいますので、

そこの新コミのところに任せてしまう。そこのやり方によってはいくら支援するというふう

になっておるので、どこが具体的にどういう縛りが、縛りという言い方はおかしいですけれ

ども担保されるのか、あとのところにも人権教育、人権学習等もありますけれども、これま

でには地区公民館の活動で必須になってましたよね。その人権学習は、ですから縛りがかか

ってたんですけれども、もうそれはかからなくなったら、それがこう書いてあっても、どう

担保されるのか、その辺がちょっと、非常にこの会議の中でもこの地区公民館が無くなると

いう話はずっと前から出てこなかったですね。何となくそういう感じの話はあったんですけ

れども、ですから先行されてる久美浜の佐濃のところでは公民館部というようなのを作られ

たりしてますけど、この今回の場合はこうしてくださいということはないですよね、形をそ

こで考えるみたいな自由度が高いと、やりたいようにやれるお金の使い方も縛りは少ないと

いう、縛りがないわけではないんですけど、そこに任されてしまうとこういう方針があって

も、今までの公民館活動はどう担保されるのかというあたりは、非常に私は不安に思ってい

ます。 

私も任期としてはもう今年の３月で主事は終わるんですけれども、あと 1 年誰がするかいう

のはまた別の話なんですけれども、その辺が不安材料といいますか、どうお考えなのかなと

いうのは、前回もちょっとそのお金のことも聞きましたけどその辺も合わせて、これまでの

公民館への交付金が今度の新コミになったときには同じなのか、どうなるのかというあたり

も合わせてお願いできたらと思います。 

中山議長   確かに今現在、新しいコミュニティ組織を作るときに今話し合ってるんですけど、どうして

いこうか今現在、館長主事とか会計とか地区公民館そのままの組織があと 1 年間このままで

いっていいのか。さらに上に繋がるためにはどうして組織を変えていこうかって今ものすご

く難しく迷ってるところなんです。急にパッと来年から変わるなんて、来年４月からどうし

て今館長主事とか言いますけれども、それが来年どう繋がっていくのか、もっと新しく主事
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をもうちょっとたくさん働けるようにするとか、報酬を上げようだとか、本当に今新コミで

検討しておられるところは迷っておられると思い、来年７年度からは新しい組織をつくって

いかなければなりませんので難しいとこです。 

事務局     確かに自由度があるっていう言い方は確かにしております。逆に言うとその縛りが緩くなっ

てるとその公民館の交付金のときとは、緩く自由度が増しているということは間違いないと

思います。今の公民館の交付金の場合には、人権学習っていうのが必須項目ですよとそれが

無いと交付金は出ないんですよということに縛りということがあります。今度の地域コミュ

ニティの交付金にはそれがありません。それはいろんなその流れの中で自由度というところ

にも目的があって、縛りをつけなかったというふうなことはあります。ただ新しい交付金の

交付基準の中で、まず一番基本的なところは、従来の公民館活動を行う場合に基本的なもの

は出ますよということになっています。あとは事務局といいますか、事務員さんを置く場合

に複数の集落が集まられたような場合にはそういった人件費も出ますよっていうこと、あと

は複数の地域課題を解決するような取組をまた特別にされた場合には、３段階目の交付金が

つきますよというような、そういう３段階の内容にはなっております。言っていただいたみ

たいに確かに縛りは無くなっていますので、地域の裁量といいますか、どのような取組をす

るかは、結構任せられてる部分は多いかなというふうに思っています。それは公民館活動を

含め、それ以外の自治をしていく上での持続可能な地域にするための必要な活動もしていた

だけますということになっております。あと最後に交付金の金額がどうなるんだろう、多く

なるのか少なくなるのかっていうところは、よくそれも質問が出ていて、地域コミュニティ

活動交付金もベース部分と加算分というのがあるので、一概に多くなるとか少なくなるとか

が地域によって違う部分もあるので、個別での試算をしてみないとわからないのではないか

なと思っています。今現在の公民館活動はしていただけるような金額となるようにというこ

とで計算はしてもらってはいます。 

中山議長   何かありましたらお願いします。誰かありませんか。 

委員     ちょっとまだよく理解できないのは今の地区公民館への交付金が出てますよね。それでこれ

まで活動してきた、それ以外のこともたくさんありますよね。そしたら当然公民館的な活動

のところというのは、かなり減るというふうになりますよね。新コミのところっていろんな

ことを網羅するみたいな形になってますので、鳥取地区のところでしたら３集落なんですけ

れども、そこのいろんな取組を支援していく。ただ今の時点では、その１つ１つが成り立っ

てないけどそういうところではないので、余計にちょっと違うんですけれども、場所によっ

たらもうなかなか集落として成立しにくくなっているようなところもありますので、そこら

辺がかなり公民館の活動というのがこれまでよりもかなり落ちるんだろうという、そのお金

の面だけで言いましても使えるものが減りますよね。当然そうなるというふうに思うんです

けれども。 

事務局    そうではないという話にはなるんですけど、金額面だけには限らないところ、いわゆる予算

がなくても取組めるものっていうのがあったりもしますし、ただ全体的に必ず下がるってい

うことではないとは思ってるんです。確かに取組まれる事業によっては、年間にする事業が

あって、その中の公民館でしていた事業がいくつかあって、それ以外がいくつかあって、そ
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れ以外のところが増えてくると確かに公民館活動が少なくなるっていうそういう意味ですよ

ね。 

その可能性はでもありますね。 

中山議長   だけど新コミの目的は、各区がもう小さくなってきて各区でやる事業が難しくなるので広域

的にやろうということで、例えば各区が敬老会とかやってるんですけど、各区ごとにそれを

もうみんなで人数も少なくなってきたらみんなの４つの地区で取組もうとかそういうふうに

かなり公民館のことで増えていくと思うんです４つの地区すべてね。そのためにやるってい

うので新コミだと思ってたんで、１つの地域が小さいところでできないので、より多くの地

域でみんな協力してやっていこうということは、増える公民館的なことも増やしていかない

と駄目だっていうか、計画的にはやっていこうと思ってるんです。各区の交付金みたいのが

あるじゃないですか。そういうのも含めて考えてもらえると思ってたんです。 

事務局    今現在の各区への交付金というのはそのままだと聞いておりますので、それ以外の部分で今

議長がおっしゃったような複数の地区が一緒になってスケールメリットといいますか、別々

にやっていたものを一緒にできるとかっていうところがあって、ただ地区によっては、単独

でもまだまだ十分、そんな困ってないよというところもあると思うので、そこの温度差とい

うのは出てくるのかなとは思いますけれども、やっぱり将来のことを考えてなかなかうまく

運営ができなくなってくるということを予測しての今から準備を進めたいというようなとこ

ろです。公民館活動は、そういった中でも重要な活動ですということで、コミュニティの中

でしっかりと進めてもらいたいということを説明させてもらっております。 

中山議長   ありがとうございます。その他ありませんか。 

じゃあ社会教育推進の重点は以上でいいでしょうか。 

 

協議事項（２）第２次京丹後市スポーツ推進計画の見直しについて 

中山議長   続きまして、協議事項（２）第２次京丹後市スポーツ推進計画の見直しについて、事務局よ

り説明をお願いします。 

事務局   （事務局説明） 

中山議長  ありがとうございました。膨大な量の説明だったんですけれども、何かご意見ご質問等あり

ましたらよろしくお願いします。 

委員     ５点ほどあるんで１点ずついきたいと思います。 

５ページなんですけれども、（２）の年齢階層別っていうところの医療費の軽減に繋がるって

いうのが削除されてるんですけれども、ここはすごく大事なことで、持続可能なためにもや

っぱり健康長寿のまちっていうふうになってるから、その健康長寿のまちを入れて欲しい。

これもう絶対大事な言葉ですよね、皆さんが意識する。 

だからこれは削除しないで、健康長寿のまちを入れて、この文言活かしてください。 

そして、２点目。４５ページ、計画の目標っていうところで、ここで欄の書き方なんですけ

れども、目標として令和９年度っていうふうになってますよね。これがいいんですが、それ

が４８、５２、５４、５６ページのところには、最終目標になってるんです。最終目標って

ちょっとネーミングよろしくないので、最終を全部削って欲しい。まだ他にもあるかもしれ
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ませんが、最終目標っていらないですよね。目標だけで、ちゃんと目標の年数が入るので最

終目標って何かちょっとよろしくないと思います。 

それから、６２ページのこれは質問なんですけれども、下の修正前の権力体操っていうのが

あるんですけれども、これを筋力体操に見直されてるんですけれども、この権力体操っては

どんなものがあるのかなと思いまして、権力体操がありましたら教えてもらおうと思ってし

ました。それと全体としてこの膨大なこの資料、これをもう少し簡素化に作成される方がい

いと思います。全体的にもうちょっと分かりやすく読みやすい。グラフとかそういうのはい

いですけれども文言が長々とあるっていうよりも箇条書きのような形でこの資料をされたら、

こんなにたくさんの資料っていうのがよろしくないと思います。 

中山議長  はい、どうぞ。 

委員     この文面じゃないんですけど、最後にパブリックコメントを取る言うて、これって実際他の

いろんなホームページ見せてもらってますけど、１件とか２件の意見が全体の意見を集めて

るっていうふうに取るのはどうかなと思ってもうちょっと集め方があるんじゃないかな。流

行りみたいにすべてそういう感じでやっておられるんですけど、ホームページを見たら全然

意見集まってへんやんと思って見てるんですけど、皆さんどうかなと思いました。以上です。 

中山議長   はい。事務局から説明お願いします。 

事務局    最初の５ページの健康長寿の関係ですけれども、ちょっと検討させていただきたいと思いま

す。一応ですね、その医療費の軽減に繋がってないなと思って。だけども、そういうことも

加味しながら健康長寿っていうところを市全体としてはそのことを進めておりますので、こ

ちら文言の方は検討させていただきたいと思います。 

委員     健康長寿のまちっていうのは、京丹後市でこれはもう上がってるんですよね。全国的にね。 

この健康長寿のまちっていうことがそれに繋がってるっていうのは、私は想像として医療費

も安くなってるんじゃないかなって思ってるんだけど、この辺はどうなんでしょうか。 

健康長寿だから、医療費がこの辺のところに繋がって行くような市にしないと駄目だと思う

んですよ。だから健康長寿のまちと医療費の削減をイコールでの目標というか、そういうも

のにして欲しいなと思います。考えるんじゃなくてこれは削除しないで欲しいです。 

事務局    毎年広報の方で医療費のグラフが出てると思うんですけれども、それを調べたんです。 

そしたらやっぱり医療費が減ってはいない。それは市の広報で国保かな、医療費を掲載して

ましたので、そこをちょっと調べさせてもらったら、そこは軽減になってなかったのでなか

なか難しいかなあと思って削除しました。 

委員     健康長寿のまちとなったっていうことを京丹後市だけで医療費が今の言うてられるんでしょ。 

他の府県との比較で医療費は安くなってるんだろうかっていうのが私は聞きたかった。他府

県とのところと比較して、だって健康長寿のまちと言ってるんだから、他所の医療費よりは

安くなってないのかな、この辺がどうかなっていうことを知りたかったんです。 

持続可能な社会づくりっていう意味でその辺は医療費の軽減にも繋がるっていうことを謳う

っていうのはいいと思います。 

事務局    ちょっとそこまで調べてなくて、他町との比較ですか。はい。わかりました。 

中山議長   いろんなところの部署との関係もありますので、検討してもらうということでさせていただ
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きたいと思います。 

事務局    それから最終目標っていうのがなんですけれど、一応この計画自体が１０年間の計画で令和

９年までっていうことをしてますので、そこで一応最終目標って最終を入れております。 

ここも目標だけが分かりやすいのかというところを検討させていただきたいと思います。 

委員     ４５ページには目標だけになってます。これの方がいいと思います。だから最初はいらない

と思います。 

事務局    ここ合わせさせていただきます。あと６２ページは先ほど言いましたように文言修正をさし

ていただいております。それから、資料の多さですね。一応、必要な資料をすべて付けさし

ていただいてますので、今回はこのままいかしていただきたいと思います。 

中山議長   詳しい資料も必要な人は必要ですし、こうなってるっていうのが分かって良いですし、全体

的にわかりやすくというところが、もしできればまたお願いしたいと思ってます。 

スポーツ関係では、高齢者にとってはすごく助かってます。使用料が免除されてますので多

くの人が有意義に、特に僕がやってるのはグランドゴルフですけど、７０歳で一番年下ぐら

いでして、８０、９０歳ぐらいの人たちが車に乗って来られて、元気でしっかりとしていて

すごいなあと思って、９０になってもあんな風にできるなら頑張ってやりたいなあと思うぐ

らいすごい頑張っておられます。 

ありがとうございます。嬉しいです。その他ありましたらお願いします。 

委員     今の意見に関連してです。計画がどうのこうのではないんですけど、現状として８０、９０

歳の人がグラウンド整備を一生懸命支えておられるんです。その予算のとき見たらグラウン

ド整備にかかるお金ってすごく何百万円お金が出てましたよね。それも委託としてされてる

と聞いたんですけども、そのお金がちゃんと使われてるのかなあということがあるんです。

グラウンド整備にかかる費用があるにも関わらず、実際は夏の暑い時にグランドゴルフがス

ムーズにできるように８０、９０歳の人が一生懸命にそれを支えておられるんです。暑い時

に熱中症も心配なのに、それが１回したらいいならいいんですけども、やはり何回か繰り返

す中で事故が起こったりしても困るんですけども、その使い方、やり方を委託の方に言って

おられるそうなんですけども、それが改善されないという現状もあるっていうことで、改善

をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

事務局    また具体的に教えてください。お願いしてる業者の全部に言ったらいいんですけど、ただ委

託の中身っていうのは例えば 1週間に 1回とか、そういう回数を指定してる部分もあります。

使うごとに毎回してくださいということにもなってなくて、なのでその範囲内でということ

にはなりますので、それと確かに今頃夏は非常に暑くて熱中症の危険があるっていう時は、

利用の方もやっぱり控えてもらうというのも 1 つではありますけれども、ちょっとまた個別

に教えてください。 

中山議長   はい。よろしくお願いします。その他ありますか。 

 

報告事項（１）京丹後市拠点公共施設整備基本計画（素案）について 

中山議長   続きまして、報告事項（１）京丹後市拠点公共施設整備基本計画（素案）について事務局よ

り説明をお願いします。 
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事務局   （事務局説明） 

中山議長   ありがとうございます。今の説明について質問・意見がありましたらお願いします。 

委員     さっきも聞かせてもらったんですけど、これができたら大宮・弥栄の図書館は閉めるかも言

う話が出てますよね。市民の意見はしっかり聞いてからやりますってどこかにも書いてあり

ましたけど、その意見を聞くときにどういう方法でやるのかなって、この前の会議で質問し

たのがそこに繋げたかったんですけど。特に大宮なんか利用者数はすごいですよね。それを

言われてたように市民の居場所にするんだったら弥栄は弥栄、大宮は大宮においてもらう。

峰山にすごいのができるのは大いに大賛成なんですけど、それに伴って大宮と弥栄を閉めち

ゃうかもというのはどうかなって思ったんで、とりあえず意見だけ。 

中山議長   はい。ありませんか。 

委員     今言われたように、もう弥栄は終わりになるんですか、でももうこういう計画がちゃんとあ

るとなったら、そういうことで進んでるっていうふうに理解せざるを得ないような感じなん

だけど。 

委員     図書館協議会の答申は、大宮と弥栄は無くして峰山に集めるという。峰山も古いのでという

ことでしたよね。それでアンケートを取って、それは前回の会議のときに、地域の人にもア

ンケートを取りますというお話だったですね。ついでに言わしていただくと、居場所機能と

して、以前弥栄病院が古いときは喫茶店があったんですよ、食堂が。そしたら、外から入る

人もあったんです。今の病院だったら病院の人しか行かない。ですから、前回見学に行きま

して、管内視察であそこのロビーのところを居場所機能として、新聞とか週刊誌があるのか

って聞かれたことがあるんですけども、和田野区長だったかな。外からも入れて、別に図書

館へ来る目的でなくてもそこへ来て図書館があるということを分かったら見てみようとかな

ということになるかもわからないですね。新聞ぐらいは、網野はたくさんありますよね。５

誌ぐらい入ってるんじゃないすか。そういうのも考えていただきたいと思います。 

中山議長   はい、質問と意見がありましたので、事務局の方で説明をお願いしたいと思います。 

事務局    今、まずはこういった大きな素晴らしい施設ができれば楽しみだという話もあります。それ

に図書館があるということで、そこで一番心配に今議題になってるのが大宮と弥栄の図書室

がどうなるのかということで、今もお話にありましたが、答申というのが以前にありまして、

その中では廃止ではなく統合するという書き方はしてあります。ただ先の議会などでも大き

い計画はあるのはいいけれども、やっぱりその地域の図書室として残すべきではないかと簡

単に廃止するというのはいかがなものかというようなご意見もあって、その中で教育委員会

としても利用者の方ですとか地域にご意見をきちっと聞いて判断をしていきたいということ

で、この中央図書館として大きいものができるイコール今の段階ですけど、無くすというこ

とにはなってなくて、この後またご報告させていただきますけれども、利用者アンケートを

取ったものがあります。その中のご意見としては、非常に分かりやすい意見は出ております

ので、そのあたりも加味しながら今後、地域にはどういうような聞き方というのか、提案の

仕方をするかっていうのは、考えていかないといけないかなと思っております。まずはその

利用者の方の意見ということでアンケートを取らせてもらったんでこの次に繋がるようなこ

とになると思います。 
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報告事項（２）市立図書館、図書室の今後の在り方に関するアンケートについて 

中山議長   それは関連してますので、アンケートの方ももう一緒にした方がいいと思いますのでアンケ

ートの方の説明をお願いします。 

事務局   （事務局説明） 

中山議長   ありがとうございました。アンケート結果について説明していただきました。 

質問とかご意見がありましたらよろしくお願いします。 

松本教育長 これやっぱり６０代、７０代で５割ですよね。もちろん、その高齢の方の利用っていうこと

も当然今後進めていかないといけないけども、やっぱり子どもたちであるとか子育ての世代

の親の世代だとかというこれから長く使っていただく方々がどんな思いなのかっていうとこ

ろで言うと、４０代から下が４割っていうところがどう考えてるかっていうのは取ったりは

してないですか。どっかの区切りでとか、そうすると捉え方が違うような気もこれを見させ

てもらってしました。 

中山議長   ありがとうございます。その他ありましたらお願いします。 

引野教育次長 ４０代はより若い方とか５０代以上の方でのどういう傾向かを出そうと思ったら、多分出せ

ると思います。ちょっと時間がかかるかもわかりませんが、それをまたお願いします。 

中山議長   はい。どうぞ。 

委員     すごい素晴らしい施設ができるようなんですけど、やっぱり平日の昼間っていうのは学校に

行ってたり、それから本当にもう子どもさんが小さい時からすぐ保育所に預けられて、働い

てる方が多いので、本当にちっちゃい赤ちゃんを連れてる方っていうのはもうどんどん少な

くなってるようで、やっぱり土日とかそれから若い方が行けるような、例えば夕方から夜の

長い時間までするとか、そういうことも考えていただいたらいいと思うし、子どもさん中心

じゃなくって、高齢とまでもいかないんだけど６０代、７０代ぐらいが車でそういうところ

に行って、昼間、図書館だけじゃなくって、他の何かも利用ができるようなそういう施設で

あって欲しいなと思いますし、やっぱり地域にある図書館ということで、弥栄とか大宮もま

たそれなりに何か考えて、存続というか続けていってもらえたらなと思います。 

中山議長   ありがとうございます。はい、どうぞ。 

委員    今言われたこと、これいいと思います。時間の延長、開ける時間を延長する。それと、これを

大宮と弥栄を閉じるか閉じないかっていう問題なんですけれども、閉じた方が経済的には、

市の経済としてはいいと思うんですよ。これの代替として、利用者の人が車を持ってない人

を対象にする場合、送迎ができる設備を整えれば高齢者の方のみの対応でいけると思うんで、

それの方が高齢者の人にはバスが常に運行してるような形に持っていく、そして、やっぱり

この施設っていうのは充実してる施設の方が皆さん魅力あって、新しいのができたら多分も

うその古い方には足を向けなくなると思うんですよ。置いとくだけに維持費・管理費の経費

が嵩むからその辺の兼ね合いで、高齢者の人、足のない人の送迎ができればと思います。そ

れはもう高齢者は夜遅くまで送迎しなくてもいいですよね。そういう巡回バスみたいなので

利用されるような、これが私の気持ち、意見です。 

中山議長   ありがとうございます。構想では何年後ぐらいに完成なんですか。 
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事務局    最後のページの方にあるんですけど、まだ場所の確定などもされてない状況ですし、４３ペ

ージに事業スケジュール案、あくまで案ですよ。 

令和１０年に工事が終わる矢印ですかね、１１年度ぐらいからみたいに見えますけども、ち

ょっと私もこの会議に出ていないもので、これで見る限りしか説明できないんですが。 

中山議長   まだまだ検討の余地はあるんですね。まだ、今すぐ結論を出すわけでは。 

委員     住民アンケートはいつ頃取られるんですか。これは図書館に来られた人のアンケートの結果

ですね。住民の方へもアンケートを取られるというお話を前回されてましたがいかがですか。 

事務局    アンケートの形にするかどうかも含めてまだ決めておりません。検討しますという段階です。 

委員     取るのは取られるんですか。 

事務局    アンケートにするかどうかも今の状況では決めていません。 

委員     是非取っていただきたいということと、やっぱり居場所機能ということでは、居場所機能に

なるように、というのは他の会議で、ある区の区長さんに聞かれたんですけど、そこへ行っ

たら週刊誌はあるのかとかあるところはあるんですよね。弥栄でも雑誌もありますけど新聞

はないですし、ただ網野へ行ったら５誌か６誌あるんですかね。峰山４誌ぐらいある。 

だから、前回管内の社会教育施設を視察したときに、弥栄地域公民館のロビーのホールのと

ころは空いてるので、あそこが外からでもパッと入って来れるので、そこに飲み物が飲みた

いと思ったら飲めるような形にして、そこでちょっと時間を過ごせる、で図書館へちょっと

行ってみようかなという。図書館を知っておられないんですよ。どんなものがあるかとか、

足を踏み入れてないということですよね。 

ですから、そういう方がそこへ行くことによって図書館を知ることになったり、そしたらど

んな本があるのかなと行って見る。別に本を読みに行かなくても、そこでちょっと時間を過

ごすから新聞と雑誌があれば、たくさん出なくても網野の一部を回していただくとか、週刊

誌があるかというとほんまに聞かれたんですよ、その区の区長さんが。そこに自販機みたい

なものがあって、そんなに手間がかからないようなものがあって、ちょっと過ごすところが

あって、そこへ行って新聞読もうかなとかいうことで居場所機能として今ある建物を有効活

用していただいて、その横には図書室があるわけですから是非そういった形で、このアンケ

ートで言うと大宮も弥栄も、両方残した方がいいというのはかなりこのアンケートでは多い

わけですね。その辺は尊重していただいて、私も最近福知山の図書館行ったんですけど、た

またま休みの日だったんですけど、綾部もできてますね。共にどちらも駅の近くということ

で、結構大きなもので館内の案内図ぐらいしか見れなかったんですけども、綾部は列車の中

から見たぐらいなんですけれども、今大体そういう都市部というか駅の近くに作っているの

が多いですね。それから以前、豊岡の芸術大学校の平田オリザさんが言っておられたのが、

どういう本があるかということで移住者の方は、本の中身によって子育てとかそういったこ

とに関する書籍がきちんとあるかどうかとかいうことを移住の際には見られるんだそうです。

ですからそういったことも含めて、移住する人を広く集められてますよね。 

ですからやっぱそういったことも含めてお願いできたらと思います。 

中山議長   ありがとうございました。また図書館の方でもいろいろ工夫していただけると思いますし、

居場所づくりに向けて頑張って欲しいなと思います。 
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その他意見ありましたらもう最後ですので、どうぞ。 

 

事務局    では事務局からちょっとご連絡をさせていただきたいと思います。 

社会教育委員さんの委員任期が２年間ということで、今年はちょうど２年目ということにな

ります。本当に皆様には、大変お世話になりましてありがとうございます。また６年度から

また新たな委員さんをお願いさせていただこうと思っております。皆様にも引き続きお世話

になりたい方、いろいろとまたこちらからお声がけをさせていただきたいなというふうに思

ってまして、そういった中で今まで各町から２名というような代表のような形で体制をとっ

てきたんですけれども、今回各町の男女２名という形を取り払って市全域として、いろんな

関係団体さんですとか頑張っておられる方、他にも文化芸術だとかいろんなジャンルの方に

少しお声がけもさせていただいて、人選をさせていただきたいなと思っております。 

あと、今は小学校の校長会からの推薦で２名ご参加いただいており、中学校校長会からの推

薦で１人をお世話になっておりますが、この部分も小学校の先生１人に変更させていただい

て、中学校校長会からのご推薦もお 1 人で、２名でお願いをしていきたいなと考えておりま

す。 

また今後、事務局からお声がけをさせていただきたいと思いますので、また皆さんどうぞよ

ろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

その他 

中山議長   また声がかかりましたらご協力をよろしくお願いします。その他、ありませんか。 

無いようでしたら、閉会あいさつを藤原副議長様お願いします。 

 

 

閉会あいさつ 京丹後市社会教育委員会議 副議長 

藤原副議長  本日は長時間のご審議ご苦労さまでした。名司会によりまして時間ぴったりで終わっていた

だいて、途中にはトイレ休憩まで取っていただきまして、ありがとうございました。 

本日は令和６年度社会教育推進の重点及び第２次京丹後市スポーツ推進計画の見直し等のご

協議をいただきまして、非常にいろいろと意見を自由に言っていただいて非常にいい中身だ

ったかなというふうに思っております。 

今年は正月の１日から大地震が大きいというような何か波乱の起きそうな、特に海岸部での

地震ですので、南海トラフとか太平洋側のことは言われてましたけど、私もテレビで久美浜

町の方で実際に避難をされたというような話を聞きまして、そうなんだと思ってびっくりし

ておりました。 

また事務局におかれましては、事前に会議資料を送っていただいて、送られてきましたらず

っしりと重くて、細かい字がたくさんあって読むのに大変苦労したんですけれども、やはり

そういった姿勢、会議その場で出していただいてもなかなかそれを見て意見を言うってこと

はできませんので、こういうふうにしていただいたて、効率的にやはり進められるというこ

と、非常にありがたく思っております。皆様にはいろいろとお世話になりますが、本年もよ
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ろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

 

中山議長   それでは本日の会議はこれで終了とさせていただきます。 

どうもお疲れ様でした。ありがとうございました。 


